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News!

News!

「籾殻再資源化施設」が竣工
特殊な燃焼炉を導入し籾殻を有効活用

福
岡
県
本
部
は
、農
業
残ざ
ん
渣さ

で
あ
る
籾も
み
殻
の
有
効
活
用
に
向
け
て
、

籾
殻
燃
焼
灰
の
製
造
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。「
籾
殻
再
資
源
化
施
設
」の
新
築
工
事
が
完
了
し
、５
月

27
日
に
竣し
ゅ
ん

工こ
う
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

竣
工
式
に
は
、
乗
富
幸
雄
運

営
委
員
会
会
長
を
は
じ
め
、
全

農
・
J
A
役
職
員
や
関
係
者

約
45
人
が
出
席
し
、
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。
乗
富
会
長
は「
農

業
界
で
も
環
境
負
荷
の
低
減
が

求
め
ら
れ
る
中
、
ま
さ
に
時
代

に
即
し
た
施
設
で
あ
り
、
モ
デ

ル
施
設
と
し
て
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

て
い
き
た
い
」と
激
励
を
込
め

て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

籾
殻
は
昔
か
ら
園
芸
農
家
や

畜
産
農
家
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
農
家
数
の
減
少
に
伴

い
利
用
量
が
減
っ
た
こ
と
で
、

処
分
費
用
の
か
か
る
厄
介
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。同
施
設

で
は
、
特
殊
な
燃
焼
炉

を
導
入
す
る
こ
と
で
籾

殻
に
多
く
含
ま
れ
る
シ

リ
カ（
ケ
イ
酸
）の
成
分

濃
度
を
高
め
た
籾
殻
燃

焼
灰
を
製
造
し
、化
学
・

飼
料
・
肥
料
向
け
に
販

売
す
る
予
定
で
す
。

福
岡
県
本
部
で
は
、

籾
殻
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ

ま
な
農
業
残
渣
の
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル（
創
造
的

再
利
用
）に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

福岡県本部

「大分味一ねぎ」で４品を開発
セブン–イレブンと連携 宇佐市長に取り組み報告 大分県本部

大
分
県
本
部
は
、セ
ブ
ン
−イ
レ
ブ
ン
と
連
携
し
、大
分
県
産「
大

分
味
一
ね
ぎ
」を
使
用
し
た
総
菜
や
弁
当
な
ど
の
4
品
を
開
発
し
ま

し
た
。
5
月
7
日
に
は
宇
佐
市
の
後
藤
竜
也
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

商
品
開
発
に
至
っ
た
経
過
や
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

大
分
県
本
部
で
は
、
大
分

県
産
品
の
認
知
度
向
上
や
消

費
拡
大
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。活
動
の
一
環
と
し
て
、「
大

分
味
一
ね
ぎ
」の
最
盛
期
に
合

わ
せ
て
、
セ
ブ
ン
−イ
レ
ブ
ン

と
連
携
し
、2
0
2
3
年
に
商

品
化
し
た「
ね
ぎ
焼
き
」の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
、
新
た
に
お
に

ぎ
り
、
焼
き
そ
ば
、
豚
丼
を
開

発
し
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
で
、
大
分
味
一
ね

ぎ
生
産
部
会
の
大
窪
勉
部
会
長

は
、「
ネ
ギ
と
い
え
ば
薬
味
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
主
役
と
し

て
大
分
味
一
ね
ぎ
を
食
べ
て
も

ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。「
ね
ぎ
焼
き
」を

試
食
し
た
後
藤
市
長
は
、「
ネ

ギ
の
風
味
が
し
っ
か
り
出
て

い
て
、
脇
役
で
は
な
く
主
役
に

な
っ
て
い
る
。
多
く
の
人
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

特
に
、
好
評
だ
っ
た
お
に
ぎ

り
と
焼
き
そ
ば
は
、
九
州
地
方

で
の
販
売
拡
大
が
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
消
費

者
へ
大
分
県
産
農
産
物
の
魅
力

を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

新
商
品
を
手
に
す
る
大
窪
部
会
長

（
左
か
ら
2
人
目
）と
後
藤
市
長
（
同

3
人
目
）ら

新しく完成した「籾殻再資源化施設」
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News!

News!

民
間
流
通
連
絡
協
議
会
は
、

生
産
者
と
実
需
者
の
代
表
者
や

農
林
水
産
省
な
ど
の
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
産
地
の
生
産
事

情
、
実
需
者
に
よ
る
品
質
要
望

な
ど
に
関
す
る
情
報
交
換
や
年

産
ご
と
の
流
通
の
仕
組
み
を
協

議
決
定
す
る
重
要
な
会
議
で

す
。
本
年
、
全
農
か
ら
は
金
森

正
幸
常
務
理
事
、
木
暮
高
成
群

馬
県
副
本
部
長
、
中
島
紀
久
雄

埼
玉
県
副
本
部
長
、
正
木
栄
作

福
岡
県
副
本
部
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

7
年
4
月
に
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
12
年
度
に
小
麦
1
3
7
万

㌧
（
6
年
産
実
績
1
0
2
万

㌧
）、
大
麦
・
は
だ
か
麦
26
万

㌧
（
6
年
産
実
績
19
万
㌧
）と

す
る
目
標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
達
成
の
た
め
に
は
、
安

全
・
安
心
を
基
本
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
需
要
に
応
じ
た
生
産

や
品
質
向
上
が
重
要
で
す
。

全
農
は
引
き
続
き
生
産
者
・

J
A
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

麦
作
経
営
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令和8年産麦の民間流通連絡協議会に参加
流通の仕組み決定を受け、関係者が取り組み協議

全
農
は
5
月
29
日
、第
49
回
民
間
流
通
連
絡
協
議
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
令
和
8
年
産
麦
の
流
通
の
仕
組
み
の
決
定
を
受
け
、
産
地
と

連
携
し
て
、安
全
・
安
心
か
つ
需
要
に
応
じ
た
国
内
産
麦
の
流
通
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

麦類農産部

スマート農業技術の理解へ実演会
「ザルビオフィールドマネージャー」の活用も紹介 岐阜県本部

岐
阜
県
本
部
は
5
月
22
日
、J
A
に
し
み
の
と
岐
阜
県
の
共
催
に

よ
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者

や
Ｊ
Ａ
、
行
政
な
ど
約
90
人
が
参
加
し
、
最
新
の
農
業
技
術
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

実
演
会
で
は
、
栽
培
支
援
シ

ス
テ
ム「
ザ
ル
ビ
オ
フ
ィ
ー
ル

ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」を
活
用
し

て
圃ほ

場じ
ょ
う

の
地
力
を
解
析
し
、
土

壌
や
生
育
傾
向
の
ば
ら
つ
き

に
応
じ
た
施
肥
設
計
デ
ー
タ

を
作
成
。
作
成
デ
ー
タ
を
田
植

機
と
連
携
さ
せ
、
田
植
機
が
自

動
で
施
肥
量
を
調
整
す
る
側

条
可
変
施
肥（
㈱
I
S
E
K
I 

J
a
p
a
n
関
西
中
部
カ
ン
パ

ニ
ー
協
力
）を
実
演
し
ま
し
た
。

ザ
ル
ビ
オ
は
、
衛
星
画
像
と

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
生
育
判
断

や
栽
培
計
画
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
品
質
や
収
量

の
向
上
と
安
定
化
に
つ
な
げ
ま

す
。ま
た
、可
変
施
肥
機
能
や
直

進
ア
シ
ス
ト
機
能
を
備
え
た
農

機
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
作

業
の
省
力
化
や
効
率
化
、
施
肥

の
最
適
化
が
図
れ
ま
す
。
7
月

に
は
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
実

演
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に

実
証
試
験
圃
場
で
の
効
果
検
証

報
告
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
本
部
で
は
、
営
農
対

策
課
と
機
械
課
が
連
携
し
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
普
及
拡
大
に
向

け
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

ザルビオで作成したデータを確認

田植機が自動で施肥を行う側条可変
施肥の実演

JAビルで開催された第49回民間流通連絡協議会
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News!

News!

「
あ
き
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
大
使
」

は
、
秋
田
県
産
青
果
物
の
販
売

促
進
と
P
R
の
た
め
、
県
や

J
A
・
秋
田
県
本
部
な
ど
で
構

成
す
る「
あ
き
た
園
芸
戦
略
対

策
協
議
会（
事
務
局
：
秋
田
県

本
部
）」が
募
集
し
ま
し
た
。

委
嘱
状
交
付
式
で
は
、
同
協

議
会
の
虻
川
和
義
会
長
が
3
人

に
委
嘱
状
を
手
渡
し
、「『
生
産

者
と
消
費
者
を
結
ぶ
懸
け
橋
』

に
な
り
得
る
よ
う
生
産
者
の
思

い
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、

笑
顔
で
元
気
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

「
あ
き
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
大
使
」

を
代
表
し
て
岩
﨑
さ
ん
が「
秋

田
県
産
青
果
物
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
た
め
、
一
生
懸
命
学

び
な
が
ら
積
極
的
に
活
動
し
ま

す
」と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

「
あ
き
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
大
使
」

は
6
月
か
ら
の
1
年
間
、
県
内

外
で
開
催
さ
れ
る
P
R
イ
ベ

ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加

し
、
県
産
青
果
物
の
魅
力
を
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

「あきたフレッシュ大使」へ委嘱状
秋田県産青果物の魅力を県内外へＰＲ

令
和
７
年
度「
あ
き
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
大
使
」が
決
定
し
、
5
月
30

日
、秋
田
市
の
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い

ま
し
た
。今
年
度
は
、岩
﨑
夏
帆
さ
ん
、後
藤
茉
莉
花
さ
ん
、武
藤
百
々

さ
ん
の
3
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

秋田県本部

JAグループ物流会社連絡会を開催
ホクレンが講演、物流課題を共有し解決策探る JAグループ物流会社連絡会

2
0
2
3
年
度
に
発
足
し
た「
J
A
グ
ル
ー
プ
物
流
会
社
連
絡

会
」は
、
物
流
会
社
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
共
有
し
、
そ

の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、第
3
回
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

札
幌
市
で
5
月
22
日
に
開
催

さ
れ
た「
第
3
回
J
A
グ
ル
ー

プ
物
流
会
社
連
絡
会
」で
は
、

ホ
ク
レ
ン
物
流
部
が
講
師
と
な

り「
北
海
道
農
業
を
取
り
巻
く

物
流
情
勢
と
ホ
ク
レ
ン
の
物
流

改
革
」に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
北
海
道
特
有
の

物
流
課
題
と
、
そ
れ
に
対
す
る

取
り
組
み
を
中
心
に
説
明
し
ま

し
た
。 

課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た「
新
幹
線
開
通
に
伴
う
在

来
線
の
存
続
お
よ
び
青
函
ト

ン
ネ
ル
で
の
貨
物
列
車
と
の
並

走
」の
ほ
か
、「
鉄
道
の
維
持
が

困
難
な
線
区
の
存
続
」や「
フ
ェ

リ
ー
・
R
O
R
O
船
に
お
け

る
船
員
・
作
業
員
の
不
足
お
よ

び
燃
料
価
格
の
高
騰
」な
ど
は
、

他
地
域
に
も
共
通
す
る
問
題
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
参
加
各
社
か
ら
は
多
く
の
質

問
が
出
て
意
見
交
換
さ
れ
ま
し

た
。

 

J
A
グ
ル
ー
プ
物

流
会
社
連
絡
会
で

は
、
今
後
も
メ
ン

バ
ー
間
の
連
携
を
深

め
、
物
流
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
参

加
各
社
や
J
A
グ

ル
ー
プ
全
体
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

札
幌
市
で
開
か
れ
た
第
3
回

J
A
グ
ル
ー
プ
物
流
会
社
連
絡
会

あきたフレッシュ大使に選ばれた3人

岩﨑さんが代表して決意表明
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ＪＡ金沢市
（石川県）

概要 2025年3 月31日現在

正組合員数 　 　 　       5930人
准組合員数　　　       8685人
職員数                     279人
販売品取扱高 　      75億5千万円
購買品取扱高 　      47億5千万円
貯金残高         　　　   2212億円
長期共済保有高   4504億3千万円
主な農畜産物� 米、タケノコ、キュウリ、
加賀太きゅうり、ダイコン、トマト、五郎島金時、
加賀れんこん、スイカ、小玉スイカ、梨

割
を
占
め
る
の
が
、金
沢
の
名
を

冠
し
た「
金
沢
す
い
か
」。J
A

金
沢
市
砂
丘
地
集
出
荷
場
西
瓜

部
会
が
栽
培
を
手
掛
け
、24
年
度

産
の
作
付
面
積
は
約
1
0
3
㌶

で
出
荷
量
6
0
0
0
㌧
超
、
売

上
高
は
過
去
最
高
の
15
億
円
台

に
上
り
、販
路
も
関
西
地
区
か
ら

関
東
、中
京
へ
と
順
調
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

共
販
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
西

瓜
部
会
は
現
在
57
戸
。20
～
40
代

の
若
手
が
役
員
を
担
う
ス
タ
イ

ル
で
、若
手
就
農
者
の
確
保
や
次

賞
で
集
団
組
織
の
部
・
大
賞
を

受
賞
し
た
J
A
金
沢
市
砂
丘
地

集
出
荷
場
西す
い
か瓜
部
会（
1
9
7
9

年
発
足
）は
、
46
年
続
く
共
販
部

会
と
し
て
産
地
維
持
に
向
け
た

取
り
組
み
が
大
き
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
金
沢
す
い
か
」順
調
に
拡
大

「
金
沢
す
い
か
」順
調
に
拡
大

売
上
高
は

売
上
高
は
1515
億
円
台
に

億
円
台
に

石
川
県
の
農
業
産
出
額
は
、

米
、鶏
卵
、生
乳
に
次
い
で
4
番

目
は
ス
イ
カ
で
す（
農
林
水
産
省

調
べ
）。こ
の
県
産
ス
イ
カ
の
7

J
A
金
沢
市
は
南
北
に
長
く

伸
び
る
石
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、東
は
富
山
県
境
か
ら
西

は
日
本
海
、南
は
白
山
山
麓
か
ら

北
の
河
北
潟
ま
で
を
エ
リ
ア
と

し
て
い
ま
す
。2
0
2
4
年
に

は
、半
世
紀
の
大
き
な
節
目
と
な

る
合
併
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

東
部
は
果
樹
・
林
産
物
、西
部

は
ス
イ
カ
・
ダ
イ
コ
ン
・
サ
ツ

マ
イ
モ
、南
部
は
軟
弱
野
菜
・
果

樹
・
タ
ケ
ノ
コ
、北
部
は
水
稲
・

レ
ン
コ
ン
を
主
産
物
と
し
て
い

ま
す
。今
年
、第
54
回
日
本
農
業

世
代
の
担
い
手
育
成
の
基
盤
を

形
成
し
て
い
ま
す
。部
会
構
成
だ

け
で
な
く
、販
売
・
作
付
け
計
画

や
新
品
種
の
導
入
や
栽
培
技
術

指
導
な
ど
、所
得
向
上
に
つ
な
が

る
持
続
可
能
な
産
地
の
在
り
方

を
見
い
だ
し
、各
世
代
が
一
丸
と

な
っ
て
産
地
づ
く
り
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

“
わ
く
わ
く
す
る
”企
画
で

“
わ
く
わ
く
す
る
”企
画
で

金
沢
産
フ
ァ
ン
を
増
や
す

金
沢
産
フ
ァ
ン
を
増
や
す

他
の
大
産
地
に
比
べ
る
と
小

規
模
な
が
ら
も
、短
期
間
に
高
品

質
か
つ
安
定
供
給
す
る
こ
と
で

市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
。
そ
の
上

で〝
わ
く
わ
く
す
る
〟よ
う
な
消

費
者
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に

し
よ
う
と
、今
年
は「
金
沢
す
い

か
」の
オ
ン
ラ
イ
ン
収
穫
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
出

荷
し
、産
地
を
知
っ
て
も
ら
う
工

夫
を
重
ね
な
が
ら
、根
強
い
金
沢

産
フ
ァ
ン
を
増
や
す
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

富山県

石川県

5050
周
年
迎
え
産
地
づ
く
り
に
弾
み

周
年
迎
え
産
地
づ
く
り
に
弾
み

西
瓜
部
会
が
日
本
農
業
賞
大
賞
受
賞

西
瓜
部
会
が
日
本
農
業
賞
大
賞
受
賞

金沢すいかロゴ

金沢すいか

第 54 回日本農業賞で
集団組織の部・大賞を受賞

（上）オンラインイベントを
行う生産者

（左）JA 金沢市砂丘地集　
出荷場西瓜部会役員
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全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

肥
料
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
に
不
可
欠
な

「
資
源
」の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
担
う
事
業
を
展
開

全
農
グ
リ
ー
ン
リ
ソ
ー
ス
株
式
会
社

全
農
グ
リ
ー
ン
リ
ソ
ー
ス
株
式
会
社
は
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、J
A
全
農
が
扱
う
肥
料
原
料
・
肥
料
の

海
外
か
ら
の
輸
入
、
国
内
の
港
湾
で
の
荷
役
、
保
管
管
理
、
篩

ふ
る
い・
袋
詰
め
な
ど
の
加
工
、
肥
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
国
内
顧
客

に
届
け
る
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
一
貫
し
て
担
う
、
国
内
最
大
の
肥
料
原
料
取
り
扱
い
会
社
で
す
。 �

�

【
広
報
・
調
査
部
】

新
潟
東
港
に
最
初
の
原
料
基
地

各
地
に
拠
点
築
き
一
貫
体
制
へ

1
9
6
9
年
、
海
外
か
ら
の
肥

料
原
料
受
け
入
れ
の
た
め
大
規
模

な
港
湾
荷
役
施
設
と
保
管
倉
庫
を

自社バース（港）への本船入津

港
湾
・
倉
庫
業
者
を
傘
下
に
、
全

国
の
輸
入
肥
料
原
料
の
保
管
・
配

送
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の一
貫
体
制
を

整
備
し
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
、
株
式
会
社
組
合

貿
易
か
ら
肥
料
・
農
薬
・
農
業
資

材
の
輸
入
業
務
の
移
管
を
受
け
、

社
名
を
現
在
の
「
全
農
グ
リ
ー
ン
リ

ソ
ー
ス
株
式
会
社
」に
改
称
し
、
海

外
供
給
元
か
ら
国
内
顧
客
に
届
け

る
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
一
貫

し
て
担
って
い
ま
す
。

原
料
供
給
の
重
要
性
増
す

肥
料
原
料
備
蓄
事
業
で

新
倉
庫
を
建
設

肥
料
は
農
作
物
の
生
産
に
欠
か

せ
な
い
資
源
で
す
が
、
肥
料
の
主
要

成
分
で
あ
る
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ

の
も
と
と
な
る
原
料
の
ほ
と
ん
ど

を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、リ
ン
鉱
石
と
カ
リ
は
鉱

物
資
源
で
あ
り
世
界
的
に
産
地
が

偏
在
し
、
国
際
市
況
の
高
騰
や
資

源
争
奪
と
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

2
0
2
1
年
か
ら
の
世
界
的
な
肥

料
価
格
高
騰
を
受
け
、
肥
料
原
料

の
主
要
供
給
国
・
中
国
に
よ
る
輸

出
制
限
、
22
年
の
カ
リ
産
出
国
・
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
た

経
済
制
裁
に
よ
る
輸
入
停
止
な
ど

に
よ
り
、
肥
料
原
料
の
調
達
不
安

が
高
ま
り
ま
し
た
。

食
料
安
全
保
障
上
、
肥
料
原
料

供
給
の
重
要
性
が
増
し
た
こ
と
か

ら
、2
0
2
2
年
に
経
済
安
全
保

障
推
進
法
に
も
と
づ
く
「
特
定
重

要
物
資
」に
肥
料
が
指
定
さ
れ
、
肥

本船揚荷役を担う

肥料を保管している倉庫内

備
え
た
原
料
基
地
と
し
て
、新
潟
県

の
新
潟
東
港
に「
新
東
バ
ー
ス
株
式

会
社
」と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
76

年
、西
日
本
の
拠
点
と
し
て
広
島
県

の
江
田
島
で
事
業
を
開
始
。88
年
に

は
、北
海
道
苫
小
牧
市
に「
く
み
あ

い
肥
料
セ
ン
タ
ー
」を
設
立（
95
年

譲
渡
）、
社
名
を
「
全
農
バ
ー
ス
株

式
会
社
」に
改
称
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
90
年
に
青
森
県
八
戸

港
、
茨
城
県
鹿
島
港
、
93
年
に
愛

知
県
衣
浦
港
に
拠
点
を
開
設
し

ま
し
た
。
92
年
に
は
J
A
全
農
か

ら
輸
入
肥
料
の
取
り
扱
い
業
務
を

受
託
し
、
元
請
け
と
し
て
各
地
の
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全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

今年は「全農グリーンリソース」
になって、20周年にあたります。
当社の基軸である港湾・倉庫事
業は、全農肥料原料の取り扱いに
なくてはならない事業であり、2025年度から始まった中期3 カ年
計画では、事業継続に必要な経営基盤となる施設・設備を整備・
強化し、持続的な競争優位を堅持することを目標としています。

社員の成長と会社の成長を確かなものとし、企業価値を高める
よう、DX導入、生産性向上など、これまで多くの改革・挑戦に取
り組んでまいりました。今後も、日本農業を支えるJAグループの
一員として、株主である全農、取引各社、社員のすべてのステー
クホルダーの期待に応える価値あるサービスを提供し続けていき
ます。

挑戦と改革
これからも、価値あるサービスを

会社の概要 （2025年 6月現在）

本社所在地
東京都千代田区神田小川町一丁目10 番地

事業内容

代表取締役社長  
熊坂 準三

代表者

89人
従業員数

1969年5月15日
創業年月日

代表取締役社長 熊坂 準三 氏

新潟支店の倉庫上空から撮影

ロックウール社の培地（商品ブランド：Grodan）

し
、
約
10
万
㌧
の
肥
料
原
料
（
リ
ン

安
・
塩
化
カ
リ
）を
備
蓄
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
助
成
金
を
活
用

し
て
、
鹿
島
支
店
で
8
0
0
0
㌧

の
新
倉
庫
の
建
設
に
着
手
し
、
26

年
の
竣

し
ゅ
ん

工こ
う
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

生
産
事
業
部
門
を
立
ち
上
げ

園
芸
資
材
と
包
装
資
材
を
普
及

2
0
1
8
年
か
ら
新
た
に
生

産
事
業
部
門
を
立
ち
上
げ
、
園
芸

資
材
と
包
装
資
材
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
園
芸
資
材
分
野

で
は
、
18
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ

ク
ウ
ー
ル
社
の
培
地
（
商
品
ブ
ラ
ン

ド
：
G
r
o
d
a
n
）の
販
売
を
、

20
年
か
ら
は
高
度
施
設
園
芸
用
資

材
や
環
境
制
御
機
器
の
輸
入
販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。

包
装
資
材
分
野
で
は
、ユ
ー
ザ
ー

の
要
望
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
・
規
格
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ

ナ
な
ど
の
開
発
・
輸
入
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
事
業
領
域
の

拡
大
を
進
め
、
農
業
生
産
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ

教
育
研
修
制
度
を
拡
充

社
員
の
成
長
が
会
社
の
成
長
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
、
近
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

を
持
っ
て
業
務
と
能
力
開
発
に
取

り
組
み
、
自
ら
の
成
長
と
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

2
0
2
3
年
に
人
事
・
給
与
制
度

を
全
面
的
に
見
直
し
ま
し
た
。
24

年
に
は
教
育
研
修
制
度
の
拡
充
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
内
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
22
年
か

ら
社
員
ア
ン
ケ
ー
ト
、
23
年
か
ら
社

長
と
全
社
員
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
25
年
秋
に
は
、

現
在
の
3
フ
ロ
ア
か
ら
1
フ
ロ
ア
化

す
る
た
め
に
、
本
社
オ
フ
ィ
ス
の
移

転（
千
代
田
区
麹
町
）も
予
定
し
て

い
ま
す
。

1. 倉庫業
2. 埠

ふ

頭
とう

業
3. 港湾運送事業
4. 海上運送事業
5. 貨物自動車運送事業
6. 海運代理店業
7. 貨物利用運送事業
8. 船用品販売業
9. 物流加工業

10.前各号に関する施設・装置の賃貸借、
管理および請負業

11. 次の商品に関する輸出入、売買、
製造・加工、代理および仲立業

（1）肥料、肥料原料
（2）その他農業関連資材とその原材料
（3）鉱工業製品とその原材料

12.農産物加工原材料の輸出入、売買、
代理および仲立業

13.前各号に関する調査、研究、開発の請負業
14.前各号に付帯する一切の業務

公式 HP

料
原
料
備
蓄
事
業
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
社
は
、
全

国
の
港
湾
倉
庫
業
者
と
も
連
携
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「黒い真珠」三次ピオーネ
（ハウスもの２房入り）
…5850円（税込み）

JA全農の産地直送通販サイト

JAタウンはこちらから
お問い合わせは shop@ja-town1.com

https://www.ja-town.com

ご注文は
こちらから

芳
ほう
醇
じゅん
な香りと甘みを包んだ「三次ピオーネ」。大きな粒

に黒く輝く皮をまとい、その見た目から「黒い真珠」の愛
称で親しまれています。広島県の東部、中国地方のほぼ
中央にある三次市で「三次ピオーネ生産組合」が丹念に育
てあげています。
この地域は、秋から春にかけて霧に覆われる日が多く、
地元では「霧の海」として有名です。この霧を発生させる
寒暖差こそ、ブドウの栽培に適しているといいます。じゅ
わっとあふれ出る果汁・爽やかな酸味・濃厚な甘さが特徴
の広島が誇る夏の味覚を、ぜひご賞味ください。

広島とれたて元気市広島とれたて元気市

バケツ稲
観察日記は

こちら

発行／全国農業協同組合連合会 2025年（令和7年）6月30日発行（毎週月曜日発行）
第3509号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100ー6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の公式
 Xはこちらから

JA全農提供　BS朝日（BS５チャンネル）
俳優工藤阿須加さんが農家へ転身した様 な々人の“就農のリアル”に迫ります！ 
毎週水曜22:00〜22:30放送
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